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（学会等名）

発表した時期 国内・外の別

RA治療ガイドラインにおける医療
経済評価の位置付けと日本での展
望（口頭）

津谷喜一郎, 五十

嵐中, 宮坂信之,
山中寿

第58回日本リウマチ学会
総会・学術集会

2014.4 国内

温泉医学と研究デザイン―1945年
の長崎原爆被爆者に対する永井隆
の比較研究から―（口頭）

津谷喜一郎
第79回日本温泉気候物理
医学会総会・学術集会

2014.5 国内

Assessing the quality of study reports
on spa therapy based on randomized
controlled trials by the spa therapy
checklist (SPAC)（口頭）

Kamioka H,
Tsutani K, Maeda
M, Hayasaka S,
Goto Y

第79回日本温泉気候物理
医学会総会・学術集会

2014.5 国内

Kampo medicines: is it a part of
integrative medicine in Japan?（口
頭）

Tsutani K Integrated Medicine and
Health 2014 2014.5 国外

一般人アンケートと医師アンケー
トからみた日本の統合医療の課題
―平成24-25年度厚労科研調査から

―（口頭）

津谷喜一郎
一般社団法人日本統合医
療学会第3回教育セミ
ナー

2014.5 国内

WHOによる健康の定義の歴史―東

アジアの言語と政治―（口頭）
津谷喜一郎

第115回日本医史学会総
会・学術大会

2014.5 国内

日本東洋医学界EBM委員会の活動
の経緯（口頭）

津谷喜一郎
第65回日本東洋医学会学
術総会

2014.6 国内

Structured abstract development of
east Asian traditional medicine and
health food（口頭）

Tsutani K
2014 Joint Meeting of
WPRIM and APAME and
APAME Convention

2014.8 国外

The Japanese association of medical
journal editors (JAMJE)（ポス
ター）

Kitamura K,
Tsutani K,
Kitagawa M

APAME 2014 2014.8 国外

診療ガイドラインとCOI（口頭） 津谷喜一郎
第7回日本医学雑誌編集

者会議(JAMJE)総会・シ
ンポジウム

2014.11 国内

Use of Kampo diagnosis in
randomized controlled trials of
Kampo products in Japan: a systematic
review. （ポスター）

 Motoo Y, Arai I,
Tsutani K

The 17th International
Congress of Oriental
Medicine

2014.11 国外

Cannabinoid-based medicines の歴史
と本邦における規制について（口
頭）

宮路天平, 山口拓

洋, 津谷喜一郎
日本薬史学会2014年会 2014.11 国内

プラセボに関する日本人の知識や
参加意識―2003年と2013年のイン

ターネット調査―（口頭）

津谷喜一郎, 小出

宏, 中野重行
第35回日本臨床薬理学会
学術総会

2014.12 国内

日本東洋医学会EBM委員会の取り
組み：漢方におけるエビデンスと
アート（口頭）

津谷喜一郎 第18回日本統合医療学会 2014.12 国内

学　会　等　発　表　実　績
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米国におけるdietary supplementとし

ての中薬製品 －流通品のラベル表
示の評価－（ポスター）

唐文涛, 池田秀子,
新井一郎, 津谷喜
一郎

日本薬学会第135年会 2015.3 国内

ISO/TC249における伝統医学の国際

標準化 – 近1年間の薬物分野の動

向–（口頭）
新井一郎 第31回和漢医薬学会 2014.8 国内

Industry of Kampo Medicines and
Regulation on Herbal Drug
Development in Japan（口頭）

Ichiro ARAI

Symposium hosted by
BK21plus Korean
Medicine Science
Center,Institute of Oriental
Medicine Kyung Hee
Univ./Recent trends of new
herbal medicine
development,
commercialization and
regulation　(Seoul, Korea)

2015.2 国外

Advancements and challenges relevant
to integrative traditional and modern
medicine in the world: Japan（口頭）

Motoo Y

2014 Integrative
Traditional and Modern
Medicine International
Forum

2014.11 国外
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２．学会誌・雑誌等における論文掲載

掲載した論文（発表題目） 発表者氏名
発表した場所
（学会誌・雑誌等名）

発表した時期 国内・外の別

1

Use of Kampo Diagnosis in
Randomized Controlled Trials
of Kampo Products in Japan: A
Systematic Review

Motoo Y, Arai I,
Tsutani K PLoS ONE 2014 国外

2
Effectiveness of horticultural therapy:
A systematic review of randomized
controlled trials

Kamioka H,
Tsutani K, Yamada
M, Hyuntae Park,
Okuizumi H,
Honda T, Okada S,
Sang-Jun Park,
Kitayuguchi K,
Abe T, Handa S,
Mutoh Y

Complementary Therapies
in Medicine 2014 国外

3 診療ガイドラインとシステマ
ティック・レビュー

唐文涛, 小島原典

子 , 河合富士美 ,
津谷喜一郎.

薬理と治療 2014 国内

4
EQUATOR Networkから得られる ,
質の高い研究報告のための国際
ルール③. STROBE: 疫学における
観察研究報告のためのルール

上岡洋晴, 中山健

夫, 津谷喜一郎
薬理と治療 2014 国内

5 食品の新たな機能性表示制度で求
められるエビデンスのあり方

津谷喜一郎 薬理と治療 2014 国内

6
温泉医学と研究デザイン－1945年
の長崎原爆被爆者に対する永井隆
の比較研究から－

津谷喜一郎
日本温泉気候物理医学会
雑誌

2014 国内

7 代替医療による間接的な健康被害
の実態

津谷喜一郎, 湯川

慶子, 長澤道行,
新井一郎, 五十嵐

中, 折笠秀樹, 鶴
岡浩樹, 福山哲,元
雄良治, 山崎喜比
古

薬理と治療 2014 国内

8
代替医療の利用状況・長所・主観
的肯定的変化－慢性疾患患者の視
点から－

湯川慶子, 津谷喜

一郎, 石川ひろの,
山崎喜比古, 木内
貴弘

薬理と治療 2015 国内

9
慢性疾患患者の代替医療による副
作用への対処と
へルスリテラシーとの関連

湯川慶子, 石川ひ

ろの, 山崎喜比古,
津谷喜一郎, 木内
貴弘

日本健康教育学会誌 2015 国内

10 漢方製剤の記載を含む診療ガイド
ライン (KCPG) 新井一郎 漢方と 新治療 2014 国内

11 ISOにおける中国伝統医学の国際標
準化

新井一郎
医薬品医療機器レギュラ
トリーサイエンス

2014 国内

12

Effect of Saikokeishito, a Kampo
medicine, on hydrogen peroxide-
induced premature senescence of
normal human dermal fibroblasts

Takata T, Motoo
Y, Tomosugi N

Journal of Integrative
Medicine 2014 国外
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13 Acupuncture and herbal medicine for
cancer patients 2014

Efferth T, Lee S,
Motoo Y, Schröder
S

Evid Based Complement
Alternat Med 2014 国外

14
インフルエンザ感染後に発症した
慢性疲労症候群に漢方治療が有効
であった1例

守屋 純二 , 竹内

健二 , 上西 博章 ,
赤澤 純代 , 元雄

良治 , 橋本 英樹 ,
金嶋 光男 , 小林

淳二, 山川 淳一

日本東洋医学雑誌 2014 国内

15 がん治療と漢方～支持療法として
の意義～

元雄 良治 Medicament News 2014 国内
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書籍

補完代替医療(CAM)総論
鶴岡浩樹, 津谷喜
一郎

In: 八木剛平, 渡邊衡一郎

(編). レジリアンス－症
候学・脳科学・治療学

2014 国内
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